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歴史をつき動かすものとは何か  
 

エクステンション・カレッジ講師 

南 里 章 二 
                  (旅行家・甲南高校特別講師) 

 

 私が担当する世界史講座もすでに三期目の「古代ローマ文明」を

終えようとしています。第一期目は「古代オリエント文明」、第二

期目は「古代ギリシャ文明」」でした。このまま続けさせていただ

くとなる現代世界に到達するまでにあと５～６年かかることになり

ます。しかし人類の数百万年におよぶ先史時代と数千年の歴史時代

に比べますと、微々たるものです。 

 次回第四期目は「古代インド、中国文明」を取り上げます。ご承

知のように現在、中国の発展はいろいろと問題を抱えつつも目覚ま

しいものがあります。現在の姿は間違いなく過去の歴史の結果であ

り、歴史を学ぶことによりその延長線上にある未来をもある程度ま

では予見することも可能です。ここ数百年の歴史の大きな流れをみ

ると時代によって大発展をとげ、それがまたほかの地域の歴史を大

きく動かしていく国家が登場してきました。15世紀のスペイン、ポ

ルトガル、17世紀のオランダ、イギリス、18世紀のフランス、20世

紀のアメリカ、ソ連を思い浮かべていただければ納得いただけると

思います。この21世紀の前半の主役は力の衰えを見せ始めたヨー

ロッパ諸国、アメリカに代わって台頭してきた中国でしょう。さら

に21世紀後半には主役としてインドが登場してくるのではないで

しょうか。 

 私はすでに世界全独立国194か国すべてを旅し、その現実を体験

してきました。中国にもインドにもそれぞれ数回以上訪れています

が、近々この二つの大国を再度訪ねてみる予定です。歴史の過去と

現在、そして未来を再度しっかり見つめるために。宜しければ教室

でご一緒に歴史をつき動かすものとは何かを検証してみませんか。 

講師コラム  

【南里先生ご担当平成28年度EC後期のご案内】 

講座名： 「南里章二の世界史シリーズ」－古代インドと中国の旅 

日 程： 10/19、11/16、12/21、1/18、2/15、3/15 
      第三水曜日 14：40～16：10 
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1.今までの受講講座について教えてください。 
●京都名庭寺社ツアー 

    日頃はゆっくり話せない受講生の方たちとも知り合いになり、夫々の寺社のお坊様による解説も、観光客相手とは

異なる切り口からのお話で、大変興味深くお聞きしました。またの催行を期待しています。 

●平家物語を読む 

  福原・須磨・一の谷なども登場して身近に在りながら読む機会が無かったので、仏教入門講座の合間に途中（後期）

から受講しました。初の連続講座で、軍記物語にふさわしく息付く間もない講義に最初は付いて行くのがやっとでした

が、時代と場所の今昔、登場する武者や女御の衣裳風習など広くて奥深い講義に最近は９０分が短く感じます。 

●古事記を読み解く 

 平家物語の講義が面白くなるにつれて、ここに至るまでの古代史を知りたくなりこの講座を選びました。後期からの

受講でしたので“八岐大蛇、因幡の白兎”の章からでしたが、古事の意味や前後の章とのつながりまで丁寧に説明し

て頂けるので抵抗なく溶け込めました。 

 古文の読み解きも、時代そのままにゆったりと進んで行く講義ペースに助けられ、いにしえの神々や地名と併せてす

こしずつ理解出来るようになりました。間もなく登場する“海幸彦山幸彦”なども楽しみです。 

 

  2.エクステンション・カレッジに参加したきっかけについて教えてください。 
定年後に縁有って中国の長江沿いの都市に駐在赴任し、近隣に遣隋使船が着いた港、鑑真和上が修行し

た寺や六度目で来日を果たした最後の出港地があり、中国の文化と歴史に触れる機会がありました。 

 帰国退職後にはこれまで縁が無かった人文科学をそれも中国で見てきた日本への仏教戒律の伝来につい

て学びたいと思っていた折にエクステンション・カレッジを知り、仏教入門講座のタイトルに惹かれて受講を始

めました。歩いて来られる近くに住んでいるのもご縁だったと思います。 

3.エクステンション・カレッジを受講しての感想を教えてください。 
 カレッジの名にふさわしい講座が多くあり講義の内容も期待していた大学講座そのもので満足しています。 

もっと早く知って最初から参加出来なかったのが残念なくらいです。 

 講座では知識の向上を目指している仲間にも多く出会えて、講義の後に演習室でコーヒーをいただきながらその日の講

座内容について会話するのも、受講の楽しみの一つになっています。 

 古代・中世の歴史を知ることが出来る講座が数多く有り、講座の分野も広くて毎期どの講座を選択したものか贅沢に悩や

んでいます。 

 遠くから電車で来られている人達には東加古川駅まで直通のスクールバスがあり、エクステンション・カレッジ専用の教室

も新しく、スタッフのサポートも行き届いており、このような機会を設けて頂いている大学に大変感謝しています。 

4.エクステンション・カレッジの魅力について教えてください。 
 久しく遠ざかっていた学べる場を提供していただけること。そして何といっても選択肢の多い講

座とその講座を進めて頂いている講師の先生方の幅広く深い知識と熱意が全てです。 

 どの講座で質問しても、あやふやな質問の先の先まで整理しながら教えて頂けることに、先生

方はこれまでどれほどの研究を重ねてこられたのかと只々驚くばかりで、これからも多くの出会

いが有ることを期待させられます。 

5.エクステンション・カレッジへの期待やメッセージがあればお願いします。  
 カレッジの母体にあたる大学の特色を生かし仏教関係の講座をもっと多く有ればと思いま

す。個人的な希望は仏教入門講座に連続講座（天竺から中国・百済を通って日本に伝来した

仏教はどのようにして現代に伝わったか）など設けて頂ければ嬉しいです。いずれの講座も充

実しており魅力的な講師ばかりですが、この良さはFacebookの講座の紹介を一分間動画にし

て頂けるともっと伝えることが出来ると思います。 

 いずれも楽しい講座ばかりで、今後も長く続けて頂けますようお願いします。 

今回のゲスト：宇田 亮爾 様 

 宇田様、インタビューにお答えい

ただきありがとうございました。 

 ご期待に応えられるよう今後も

新しい講座を展開していきたいと

思います。地域の皆様と一緒にエ

クステンション・カレッジを盛り上げ

ていきますので、今後もいろいろ

なお声をお聞かせください！ 

  （エクステンション・カレッジ事務室） 


